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東京駅・有楽町駅周辺で進む都市開発 (平成19年 春 撮影)
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くなるなかで公共事業に対する社会の認識が変わっていきました｡ 費用対効果を満

たさない公共事業のあり方が問われ始め､ ｢考えてみれば､ 首都移転も大規模な公

共事業である｣ という認識が広がりはじめたのです｡ 三つ目が反対意見の盛り上が

りです｡ 1999年12月に国会等移転審議会の最終報告の発表に合わせて､ １万人都民

集会が石原知事の音頭で行われ､ 反対論が一気に盛り上がりました｡ それまではあ

まり関心のなかった人々が興味を持ち始め､ そっと､ しかも着々と審議を進めてき

た政府側の動きに目が注がれるようになりました｡

｢最先端の技術を使って都市を変える｣ はいいとしても､ 化石化してしまった議

論や例えの中には､ ｢日本は首都機能移転のたびに国家が蘇った｣ ｢アメリカのワシ

ントンとニューヨークの例が参考である｣ など､ 時代背景や国家制度の異なる事例

を挙げ､ ことさら効用を強調するものもありました｡
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済を牽引する産業は､ もはや第２次産業ではなく就業者数の７割近くを占める第３

次産業に移っています｡ サービス業などは資源が集積している大都市に立地した方

が効率的である一方､ 地方では第３次産業は成立しにくい状況にあります｡

産業構造の変化が進んでいるにもかかわらず､ 地方には自立的な産業が発展しな

いまま､ 国からの地方交付税や､ 国庫補助金等によってなされる公共事業に頼ると

いう構図が固定化してしまったのです｡ そこには受益と負担という真剣な議論があ

りませんでした｡ しかも､ バブル経済の破綻によって稼ぎ頭である東京の稼ぎが減

り､ 地方への還元も減るという事態になったのです｡

20世紀と21世紀では､ 価値観が変わりました｡ 人びとの考え方や政策が変わり始

めた背景には日本が発展型経済から成熟型経済に移行していることがあります｡ 発

展型経済の思想の下で意味をもった分散政策や均衡ある発展という考え方は､ 成熟

社会に移行していくなかで存在意義を失いつつあります｡ これからの時代､ 首都の

機能や都市部と地方の関係を議論する場合には､ 社会・経済､ 人びとの価値観が変

わったことを前提に議論しなければなりません｡
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首都移転に関する論議は既に化石化しています｡ 17年前

に移転の国会決議がなされた頃は､ 一極集中の弊害に対す

る不安感などから移転論議が盛り上がったものの､ その後､

移転すべき論拠がぶれたり､ バブル経済の崩壊による財政

の逼迫などにより次第に低調となってしまったのです｡

戦後長い間､ 日本の国土全体を均質に育成する ｢均衡あ

る発展｣ という国土政策が実施されてきました｡ しかしこの政策は､ 国家が発展・

拡大する経済成長が続くときのみ可能な国内的議論であることが､ 現在､ 明らかに

なりつつあります｡
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衆・参両院において1990年11月に行われた ｢国会等の移転に関する決議｣ からも

う17年以上が経ちます｡ その当時､ 移転論議が盛り上がりを見せたのは､ 日本経済

がその頂点に向かっていた1980年代後半に､ 東京が国際金融センターとして世界の

三極構造の一角を担い､ ヒト・モノ・カネの東京への一極集中が激しく進んでいた

からです｡ 同時に地方の衰退が進み､ 一極集中の弊害に対する不安感が心理的に高

まっていく状況にありました｡ 国会決議の後､ 1992年には ｢国会等の移転に関する

法律｣ が公布・施行され､ 1996年には改正法もできました｡ 当時は､ 首都機能の地

方分散がテーマとして受け入れられやすいタイミングでもありました｡

しかし､ バブル経済崩壊後の1990年代後半に向かって､ その盛り上がりは冷や水

をかけられ始めます｡ その一つが首都機能を移転すべきという議論の ｢論拠のぶれ｣

です｡ 1990年の国会決議の論拠は､ 本質的には ｢東京への一極集中の是正｣ でした｡

ところが､ 1995年に阪神・淡路大震災が起きると､ 今度は ｢都市の脆弱性｣ が移転

の論拠として強調され始め､ たちまち移転の目的・論拠がぶれました｡ 二つ目が､

｢公共事業に対する認識の変化｣ です｡ 長引く経済の低迷が続き､ 財政に余裕がな
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東京駅・有楽町駅周辺で進む都市開発 (平成19年 春 撮影)
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